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1 は じ め に

これまで,ナ バナ
.オ ータムポエム'を冬期間に継続 し

て収穫するための適播種期
1)花
芽分化に及ぼす温度の影

響
2),保温方法のについて報告した。ここでは,窒素吸収

量と施肥窒素の利用率について調査したので報告する。

2試 験 方 法

0)試験区の構成
1)試験 I 収量調査
`ォータムポエム'を供試し,基肥窒素量を10a当 り10

kg,15kg,20kgに 設定した。区制は,1区 30株の 2連制と

した。

2)試験Ⅱ 窒素吸収量調査
施肥窒素の利用率を明らかにするため,縦30cal,横30¨ ,

高さ15ぃの無底木枠を畝に埋め込み,基肥として重窒素入

り硫安 (7 1atom%)を nf当 り10g,20g相当量,枠内に

施用し1株定植した。区制は3連制とした。

●)耕種概要
1992年 9月 10日 に75m径ポリポットに播種 し,10月 5

日にパイプハウスに定植した。栽植密度は畝幅140cm,株

間30m,2条植え (4,760株/10a)で ,透明ポリマルチ

を使用した。燐酸,加里は窒素と同量施用 し,土壌改良資

材として,10a当 り,よ うりん60kg,苦土石灰100kg,堆肥

2,000kgを施用した。また,遡巴は行わなかった。灌水チュー

プを使用し,12月 上旬まで適宜灌水し,12月 中旬から2月

上旬までは灌水を行わなかった。保温は12月 15日から不織

布のべたがけを行い,12月 25日 から2月 10日 までパイプ
ハ

ウス内に二重カーテンを実施した。本試験は無加温栽培で

行なった。

13)分析法

重窒素含有量は発光法により分析した。

3 試験結果及び考察

0)試験 I 収量調査
収穫始期は区間に差がなく, 1次分枝がH月 10日 , 2次

分枝が12月下旬であった。収穫終期は10kg施用区 (以下10

kg区)が 3月 5日 ,15kg区が3月 11日 ,20kg区が 3月 15日

で,多肥区がやや遅くなった (表 1)。

表 1 月別収量 (Ag/10a)

15kg区  430 515 582 494 134 21521032
20kg区  418 502 48
11/10    1/19～ 21
← 1次分枝→

注 収穫時/Jl      ← 2次分枝→
12/21～ 25    3/5～ 15

収量は11月から1月 にかけては区間に大差がなかった。

しかし,2月 以降は多肥区の収量が高く,総収量は20kg区

が10kg区よりも17%ほど高かった。

② 試験Ⅱ 窒素吸収量調査
11月 から1月 にかけての月別の乾物重は,10g/11i施 用

区 (以下10g区)と20g区に大差がなかったが,2月 以降

は20g区が勝り,試験 Iと 同様の傾向であった。月別収穫

物の窒素吸収量は厳寒期の 1月 から2月 にかけて,10g区

が45g/♂,20g区 が69g/nfと 旺盛であった (図 1)。

部位別の乾物重は主茎,1次分枝には区間に大差はない

が,2次分枝は20g区が多かった。残湾は葉,茎根共に区
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図 1 月別乾物重と窒素吸収量
注 図 1の 11月から3月 までは収穫物の乾物重及び窒素
吸収量
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間に大差はなかった。窒素吸収量は乾物重と同様の傾向で,

2次分枝は20g区が多かったが,他は区間に大差がなかっ

た (図 2)。
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図 3 ECと 硝酸態窒素

表 3 作付前後の上壌
図 2 部位別乾物重と窒素吸収量

施肥窒素の利用率は,10g区 が567%,20%g区 が544
%であった。また,総窒素吸収量は10g区が2007g/“ ,

20g区が2224g/壼であった。このことから,施肥由来
窒素の吸収量は10g区が567g,20g区が1088g,土壌由
来窒素の吸収量は10g区が1440g,20g区 が1186gと な

る。その結果,総窒素吸収量に占める施肥窒素吸収量の割

合は,10g区が283%,20g区が489%と 算出された (表
2)。

表 2 由来別窒素吸収量 (g/nfに換算)

位層
pH  EC ※硝酸態窒素
(H00)(ms/cn)(mg/1008)

1層 (5～ 15cl)587 0508
作付前 2層 (15～ 25m)607 0207
3層 (25～35m)640  0131
1層 (5～ 15側)623  0329

作付後 2層 (15～25cn)670 0116
37
0

3月雪 (25-35cm)  690   0068       0

10g//rご    567   2007    567   1440
20g//壼     544   2224   1088   11 36

注 作付後は20kg区の値を示した。
※硝酸態窒素は図 3の回帰式より求めた。

用率について検討した。

バイプハウス栽培における .オ ータムポェム' の施肥窒

素の利用率は50%以上と高い。また,窒素吸収量は20～ 22

g/イで,冬期間の低温条件でも旺盛であり,ハ ウス土壌
の残存窒素を有効利用している。その結果として,作付後

は土壌のECが大きく低 ドした。
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注 A:全窒素吸収量
B:施肥由来吸収量
C:土壌 (堆肥由来を含む)由来窒素吸収量

土壌のECと硝酸態窒素との関係を図 3に示した。本圃

場ではECがおよそ0 25mS/m以上から硝酸態窒素の含
量が L昇している。作付前後の土壌の状態を表3に示した。

作付け前のECに比べ,作付後は各層ともに大きく低下 し

た。特に作付前の1層 はECが高く,多量の硝酸態窒素が
残存していたが,作付後は大きく減少した。
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